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【報告・紹介】
NPO・市民・学校・市の協働による落ち葉の堆肥化
特定非営利活動法人　環境ネット　理事長　
柳澤　吉則
特定非営利活動法人　環境ネット　副理事長　
深瀬　茂雄
　千葉大学西千葉キャンパスの北門詰所の裏に主として竹を組んだ枠が数基置
かれている。これは、構内の落ち葉を堆肥化する施設である。大学、学生、千
葉市、当法人が協働している特異な事例でもある。2004年秋から始まったこ
の事業を NPO法人の立場から経緯を紹介する。
１．環境ネットの生い立ち
（１）リサイクル市民懇談会：2000年 6月、千葉市環境局は、リサイクル市
民懇談会を設置した。この懇談会は、市の広報誌による募集に応募した環境に
対する意識の高い市民の集まりであった。この懇談会では、2年後に策定予定
の千葉市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の改定に盛り込むべき内容について、
市民の立場から提言をまとめることが求められた。懇談会は、2001年 3月に
中間提言、2002年 3月に最終提言をまとめた。その骨子は、①意識改革と情
報基地づくり、②エコショップの基準作り、③ごみ処理費用負担の適正化から
なる。この提言は、2002年 3月に制定された千葉市一般廃棄物（ごみ）処理
基本計画に大きな影響を与えた。
（２）環境ネット準備会と環境ネット推進協議会：解散した懇談会に代わって、
新たに会員を募って 2002年 6月に「環境ネット準備会」が結成され、「環境
情報ネットワーク構想」の検討が始まった。懇談会の提言の①は、民間主導で
行うべきこととされたからである。同年12月に「環境ネット推進協議会」になっ
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た。この段階で、自主企画講座や見学会を行うなど、市民への啓発活動を始め
ている。
　2003年７月、｢NPOと行政の協働事業に関する提言 ｣をまとめ、千葉市に
提出し、行政への要望を行った。一方、任意団体では活動が制約されることか
ら、NPOの認証取得を目指すこととなった。
（３）環境ネットの設立と NPOの認証取得：2003年 8月、｢ 環境ネット ｣を
設立、2004年 3月に特定非営利活動法人の認証を取得し、5月に登記完了し
ている。
　NPO取得後の環境ネットの活動は、本来目指している ｢ 環境情報ネットワー
ク構想 ｣の実現には道半ばで、本来の目的達成には至っていない。しかし、会
員は、様々な NPO法人にも籍を持つ、いわゆる ｢ 二足の草鞋 ｣で、他団体と
の協働を図る環境を自ら備え持っている。新たな事業発掘こそが本来事業と認
識して活動してきた。会員数は、2006年 8月現在、32個人と 3団体の小規模
ながら、着実な事業拡大を図っている。
２．千葉大学西千葉キャンパスでの落ち葉堆肥化実験事業
（１）発想：当法人は、設立時から、可燃ごみの減量につながる活動を目指し
ている。部会を設置した検討を進める中、2004年 4月、落ち葉の堆肥化とそ
の活用による花一杯活動への貢献がターゲットの一つとして浮かび上がった。
大学と NPOと市民の協働を目指すアイデアを膨らませていた。この年、千葉
市の平成 16年度地域環境保全自主活動事業補助金が得られることになったが、
既に落ち葉堆肥化事業を掲げ、実験を行うことも一項目掲げておいた。のこぎ
り、なた、スコップ、針金、木材などの基材調達の原資にめどが付いていた。
この補助金はその後も継続して認めて戴いている。
　落ち葉がまとまって入手できるところを探すことになった。たまたま、当法
人のオブザーバである千葉市職員の神﨑広史氏（当時、リサイクル推進課係長。
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現、資源循環推進課課長補佐）は、千葉大学の博士号取得直後で、千葉大学に
度々訪問の機会を持っていた。大学で秋に職員等の一斉落ち葉集めがあること、
収集した落ち葉は業者が有償で引取り処分されていること、業者は市の施設に
持ち込み焼却処分されることを聞き込んでいた。
　10月初旬、千葉大学施設環境部等に落ち葉を堆肥化するための実験の提案
を持ち込んだ。当時、千葉大学は ISO14001の取得を目指して大学が盛り上がっ
ていることを知った。早速、中旬の第１回の堆肥化等検討会議に参加を求めら
れた。大学関係者以外の出席者は、千葉市の神﨑氏と当法人の深瀬のみであっ
た。収集した落ち葉の提供、堆肥化施設整備場所の提供、環境 ISO学生委員
会の協力要請等多彩な要望をさせて頂いた。これらは、その後全て認められて
いった。
（２）実験事業開始：11月、千葉市若葉区高田の個人所有の竹林（真竹）で竹
の採取を行った。この地域では、平地に竹林が広がっており、需要もないこと
から手入れが行き届かず、荒れている。たまたま所有者は、伐採後の土地利用
計画を持っていたので、竹の採取は大歓迎を受けることとなった。1.8ｍの長
さに切りそろえた竹を約 200本準備した。後述するように、この後、竹の需
要が発生する度に採取しに行った。
　12月、千葉大学西千葉キャンパスの北門詰所脇に堆肥化枠を組立てた。
　最初に設置したものは、次の２基である（写真１、写真２）。
　①縦 1.8ｍ×横 1.8ｍ×高さ 1.2ｍ　全竹製で、針金縛り。
　②縦 1.8ｍ×横 0.9ｍ×高さ 1.2ｍ　角材柱に板を釘打ちし、取出し口のみ
竹を立てたもの。
　数日後、投入した。90リットルの袋約 180袋が投入された。
　その後、大きい方の枠は、縛り方が悪く破損し、補修が必要であった。縛り
方を工夫していくよい経験であった。
　発酵促進の試みとして、電気式生ごみ処理機の一次処理物、米糠などの混入
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を行った。後に、これらは必ずしも必要ではないことが分かったが、効果はある。
（３）切返し：落ち葉は、ほどよい水分がないと堆肥化しない、また次第に圧
縮して嫌気性になる。そのため、月１回全量取出して、再投入しながら水をか
ける作業を行った。かなり重労働で、環境 ISO学生委員会の堆肥化班の協力
が有難かった。
　2005年 6月、堆肥化完了と判断し、切返し終了とした。
（４）堆肥の利用：出来上がった堆肥は、千葉市のイベントで環境ネットのブー
スに展示すると共に欲しがる市民に小分けして使って頂いたり、花壇の整備を
行っているグループに提供したりして、利用効果を見ることとした。堆肥の頒
布に当るとすれば、若干法的には問題のあるところであるが、実験事業の段階
では全て実験の一部と考えている。利用先の確保が大事なことは言うまでもな
写真１　落ち葉の投入状況 写真２　ごみ袋に入った落ち葉
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いので評価をお願いした。概ね好評を得ている。
（５）カブトムシ飼育枠の製作：2005年 4月、カブトムシの飼育を狙って、1
基増設した。
　縦 1.8ｍ×横 0.9ｍ×高さ 1.2ｍ　角材柱に半割り竹を釘打ち。
　数匹の幼虫を放ち、ネットをかぶせたが、隙間があったため成虫には逃げら
れた。この試みは、その後の普及活動の一つのきっかけとなったもので、貴重
な失敗体験である。
３．千葉大学西千葉キャンパスでの継続事業
（１）千葉大学に千葉市から事業補助：2005年度は、環境ネットは、千葉市か
らの前述の補助金を継続して受けることとなったため、千葉大学の経験を千葉
市内の他の地区に普及拡大していく努力に振り向けることとした。このことは
後に述べる。
　一方、この年、千葉市は新しく ｢バイオマス活用事業補助金 ｣を新設し、公
募した。これに、千葉大学が応募し、採択された。落ち葉堆肥化事業は、千葉
大学の事業となったのである。環境ネットからはチェンソーやラッピング装置
などの購入をお願いした。
　環境ネットは、側面支援する立場になった。千葉大学環境 ISO学生委員会
に主導的役割を担って頂くべく、一層連携を深めていく必要があった。
（２）堆肥化枠の増設：2005年 11月、4基目の枠が製作された。木製の頑丈
な枠に竹を縦に差し込む構造である（縦 1.8ｍ×横 0.9ｍ×高さ 1.2ｍ）。
　大きさの割に中に充填できる量が少なく、乾燥気味であることが欠点である。
　この年から、4基の堆肥化枠に落ち葉を詰めることとなった。切返しの頻度
は 2ヶ月に 1回に減らした。この堆肥は 2006年秋から利用することとなる。
堆肥の頒布等の管理は、環境 ISO学生委員会にお任せすることとした。
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（３）特殊肥料の認可取得：2005年度に堆肥化したものを分析に出し、名称
を「けやきの子」とし、デザインを決めて肥料としての届けを出した。この届
は、県知事認可で、正式に持ち出しや頒布ができるようになった。学生委員会
は、2006年 10月から近隣住民への頒布を開始している。
（４）大学構内花壇での施肥：2006年 2月、花壇を整備している市民グループ
に残っていた堆肥を無料配布した。同時に花の苗を育成したものを入手し、北
門の道路脇に植栽した。もちろん、落ち葉堆肥をたっぷり施肥した。夏ごろま
で様々な花が咲いていた。環境 ISO学生委員会は、大学構内でのコミュニティ・
ガーデンづくり計画を進めている。
４．落ち葉堆肥化の環の拡大
　千葉大学の構内での落ち葉堆肥化は、千葉市民の注目を受け、自分達もやっ
てみようというグループが現れ、環境ネットは指導・支援を行う事業を始めた。
（１）ファミールハイツ（千葉市稲毛区柏台）でのカブトムシ飼育：カブトム
シの大好きな子供達約 20人とその父兄が、団地の落ち葉集めをしてカブトム
シ飼育に取組んでいる。環境ネットは真竹を組んだ堆肥化枠 2基の製作指導
とカブトムシ飼育指導を行った後、自主運営をお願いした（2005年 9月から）。
（２）仁戸名市民の森でのカブトムシ飼育（千葉市中央区仁戸名町）：松ヶ丘中
学区青少年相談員連絡会が指導する子供達が同じくカブトムシ飼育を始めた
（2005年 11月から。写真３、写真４参照）。
（３）独立行政法人国立病院機構　千葉東病院の落ち葉堆肥化（千葉市中央区
仁戸名町）：NPO法人ナルク千葉は、上記病院の花壇整備を行っている。構内
に大量にある広葉樹の落ち葉を堆肥化して肥料にすることを考えた。同病院療
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育指導室とナルク千葉が環境ネットに指導を依頼してきた。2006年 5月、1.8
ｍ× 1.8ｍ× 1.8ｍの竹製の堆肥化枠 2基製作指導した。
　同病院では、さらに増設したいと意気盛んである。
写真３　仁戸名公園の子供達
写真４　仁戸名公園の落ち葉の投入
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（４）千葉大学附属幼稚園にも落ち葉堆肥化計画：千葉大学附属幼稚園、千葉
大学環境 ISO学生委員会幼稚園班および緑・堆肥化班は環境ネットに園内落
ち葉と剪定枝の堆肥化支援を求めている。2006年 9月に堆肥化の枠が作成さ
れるなど、計画は現在進行中である。
５．おわりに
　環境ネットが、補助金を頼りに始めた実験が、市民に受け入れられ、様々な
グループを巻き込んで広がりを見せている。千葉大学の環境 ISO学生委員会
との協働も板についてきた。花一杯の運動との結びつきはまだ物足りないもの
を感じるが、これからのものであろう。いずれにせよ、燃やしてしまうものが
減り、環境を美化し、こども達の夢が膨らむ活動の一端が始まりかけたように
思う。
＊特定非営利活動法人　環境ネット　連絡先
法人所在地
　〒 260-0015
　千葉市中央区富士見 2-22-6　富士ビル 5階Ａ室
　千葉市再資源化事業協同組合内
連絡先（事務局長）
　〒 284-0023
　四街道市みそら 1-36-1　深瀬　茂雄
　TEL・FAX　043-432-9181
　Eメール　s-fukase@msj.biglobe.ne.jp
（やなぎさわ・よしのり、ふかせ・しげお）
（2006年 11月 2日受理）
